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「平成１６年における特定地域に係る激甚災害及びこれに対し適用す
べき措置の指定に関する政令案」及び「平成１２年から平成１５年ま
での間の火山現象による東京都三宅村の区域に係る災害についての激
甚災害の指定及びこれに対し適用すべき措置の指定に関する政令の一
部を改正する政令案」について 
 
Ⅰ 局地激甚災害について 
 
災害によっては、全国的な観点からみてさほどの被害でなく全国及び都道府県を単
位とする本激の指定基準には該当しないものであっても、ある特定の地域においては
甚大な被害を及ぼすものがある。このような場合に、特に甚大な被害を受けた市町村
に対し激甚災害法を適用し、その財政的救済を図ることとしたものが局地激甚災害制
度である。 
なお、局地激甚災害では、地域を限定（市町村単位）して激甚災害の指定を行うこ
ととしている。 
 
Ⅱ 平成１６年における特定地域に係る激甚災害 

※（ ）内は平成１５年の値 
１ 本政令で指定される激甚災害数及び該当市町村数 
 
  １９災害  １２８市町村（延数）  ２２災害１１９市町村（延数） 
        １１２市町村（実数）      １１２市町村（実数） 

 ・災害種別ごとの災害数 
   豪雨、暴風雨 １４災害  地滑り     ２災害 
 風浪      １災害  融雪      ２災害 

 
２ 適用すべき措置ごとの災害数の内訳 
 
 （１）激甚法第２章（第３条及び第４条）関係（公共土木施設災害復旧事業等に関
する特別の財政援助等） 

     ８災害   ５３市町村（延数）  １３災害 ４８市町村（延数） 
           ４９市町村（実数）       ４５市町村（実数） 
 
 （２）激甚法第５条関係（農地、農業用施設及び林道の災害復旧事業等に係る補助
の特別措置） 

    １４災害   ７９市町村（延数）  １８災害 ８０市町村（延数） 
           ７４市町村（実数）       ７７市町村（実数） 
 
 （３）激甚法第２４条関係（小災害債に係る元利償還金の基準財政需要額への算入
等） 

    １９災害  １２８市町村（延数）  ２２災害１１９市町村（延数） 
          １１２市町村（実数）      １１２市町村（実数） 

３月１７日 事務次官等会議 

３月１８日 閣議 

３月２４日 公布（予定） 



 
Ⅲ 平成１２年から平成１６年までの間の火山現象による東京都三宅村の区域に係る災害  
 
平成１５年３月に平成１２年から平成１４年までの間の三宅村の火山現象による
災害を局地激甚災害に指定したが、平成１５年においても災害が継続していることか
ら、平成１６年３月に災害期間を１年間延長する措置をとった。その後、平成１６年
においても同様に災害が継続していることから、災害期間をさらに１年間延長するこ
ととする。 
 
過去の同様の例として、「平成３年から平成５年までの間の火山噴火による長
崎県島原市及び南高来郡深江町の区域に係る災害についての激甚災害の指定
並びにこれに対し適用すべき措置の指定に関する政令」（平成６年３月２日政
令第２９号）がある。最終的に平成７年まで災害期間を延長した。 
 
 
Ⅳ 指定基準 
 
今回適用する措置に係る激甚災害指定基準は以下のとおりである。 
激甚法 
適用条項  適用措置 指 定 基 準 

第２章 

（第３条）

（第４条）

公共土木施設災害

復旧事業等に関す

る特別の財政援助 

 
 
           ＞ 
 
 
（査定事業費が１千万円未満のものを除く。） 
この基準に該当する市町村ごとの査定事業費を合算
した額がおおむね１億円未満である場合を除く。 

第５条 農地等の災害復

旧事業等に係る

補助の特別措置 

 
 
           ＞ 
 
 
（災害復旧事業に要する経費が１千万円未満のものを除く。） 
ただし、当該経費の合算額がおおむね 5 千万円未満で
ある場合を除く。 

第 24 条 小災害債に係る

元利償還金の基

準財政需要額へ

の算入等 

第 2 章（第 3 条及び第 4 条）又は第 5 条の措置が適用
される場合。 

 

当該市町村が負担する
公共施設災害復旧事業
費等の査定事業額 

当該市町村の標準税収入
×50％ 

当該市町村が負担する
公共施設災害復旧事業
費等の査定事業額 

当該市町村の農業所得推
定額×10％ 



 
Ⅴ 適用すべき措置の概要 
 

（１） 公共土木施設災害復旧事業等に関する特別の財政援助（法第２章） 

公共土木施設等の災害復旧事業について公共土木施設災害復旧事業費国庫

負担法等（以下｢負担法等｣という）の根拠法令等に基づく通常の国庫補助のか

さ上げを行う。（71％→86％（全体平均、過去５年間の実績）） 

 
（２） 農地等の災害復旧事業等に係る補助の特別措置（法第５条） 

農地、農業用施設及び林道の災害復旧事業等について農林水産業施設災害復

旧事業費国庫補助の暫定措置に関する法律（以下「暫定法」という。）等に基

づく通常の国庫補助のかさ上げを行う。（84％→92％（農地、過去５年間の実

績）） 

 

（３） 小災害債に係る元利償還金の基準財政需要額への算入等（法第２４条） 

    公共土木施設、公立学校施設、農地、農業用施設及び林道に係る災害復旧事

業で、負担法等及び暫定法の適用を受けない小災害の復旧事業費に充てるため

発行が許可された地方債に係る元利償還金を基準財政需要額に算入する。 

 

 

連絡先 

 内閣府政策統括官（防災担当）付 

      石井、江口、秋元 

03-5253-2111（代）（51205・51210） 

03-3501-5408 
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一
宮
町
及
び
五
色
町

、
奈
良
県
吉
野
郡
野
迫
川
村
、
大
塔
村
、
十
津
川
村
及

び
上
北
山
村
、
和
歌
山
県
日
高
郡
中
津
村
、
美
山
村
及

び
龍
神
村
並
び
に
東
牟
婁
郡
熊
野
川
町
、
徳
島
県
勝
浦

郡
上
勝
町
、

賀
郡
上

賀
町
並
び
に
美
馬
郡
一
宇
村

及
び
穴
吹
町
、
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
、
高
知

県
吾
川
郡
池
川
町
及
び
い
の
町
並
び
に
高
岡
郡
檮
原
町

及
び
仁
淀
村
並
び
に
宮
崎
県
児
湯
郡
西
米
良
村
並
び
に

東
臼
杵
郡
北
郷
村
、
北
川
町
及
び
諸
塚
村

ハ

長
野
県
北
安
曇
郡
八
坂
村
及
び
上
水
内
郡
鬼
無
里
村

法
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
に
規
定
す

る
措
置

平
成
十
六
年
八
月
十
六
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
の
間



の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
で
、
次
に
掲
げ
る
市
町

村
の
区
域
に
係
る
も
の

イ

島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
及
び
熊
本
県
球
磨
郡
水

法
第
三
条
、
第
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
三

上
村

項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置

ロ

香
川
県
三
豊
郡
山
本
町
及
び
大
野
原
町
、
愛
媛
県
新

法
第
五
条
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に

居
浜
市
、
高
知
県
土
佐
郡
土
佐
町
及
び
吾
川
郡
い
の
町

規
定
す
る
措
置

、
長
崎
県
対
馬
市
並
び
に
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
北
浦
町
及

び
諸
塚
村

ハ

高
知
県
土
佐
郡
大
川
村
及
び
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
南
郷

法
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
に
規
定
す

村

る
措
置

備
考一

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
け
る
行
政
区
画
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
も
の

と
す
る
。



二

平
成
十
六
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨
と
は

、
同
年
台
風
第
十
号
（
同
年
七
月
二
十
五
日
に
北
緯
二
十
二
度
二
十
四
分
東
経
百
五
十
度
に
お
い
て
台
風
と
な
っ

た
熱
帯
低
気
圧
で
、
同
年
八
月
二
日
に
北
緯
三
十
八
度
三
十
六
分
東
経
百
三
十
二
度
十
二
分
に
お
い
て
台
風
で
な

く
な
っ
た
も
の
を
い
う
。
）
及
び
同
年
台
風
第
十
一
号
（
同
月
四
日
に
北
緯
二
十
九
度
五
十
四
分
東
経
百
三
十
七

度
三
十
六
分
に
お
い
て
台
風
と
な
っ
た
熱
帯
低
気
圧
で
、
同
月
五
日
に
北
緯
三
十
六
度
三
十
分
東
経
百
三
十
四
度

四
十
二
分
に
お
い
て
台
風
で
な
く
な
っ
た
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

三

平
成
十
六
年
九
月
四
日
か
ら
同
月
八
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨
と
は
、
同

年
台
風
第
十
八
号
（
同
年
八
月
二
十
八
日
に
北
緯
十
一
度
十
八
分
東
経
百
六
十
五
度
に
お
い
て
台
風
と
な
っ
た
熱

帯
低
気
圧
で
、
同
年
九
月
八
日
に
北
緯
四
十
三
度
四
十
八
分
東
経
百
三
十
九
度
四
十
二
分
に
お
い
て
温
帯
低
気
圧

と
な
っ
た
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

四

平
成
十
六
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨
と

は
、
同
年
台
風
第
二
十
一
号
（
同
月
二
十
一
日
に
北
緯
十
二
度
五
十
四
分
東
経
百
四
十
二
度
三
十
六
分
に
お
い
て

台
風
と
な
っ
た
熱
帯
低
気
圧
で
、
同
月
三
十
日
に
北
緯
三
十
八
度
四
十
二
分
東
経
百
四
十
一
度
六
分
に
お
い
て
温



帯
低
気
圧
と
な
っ
た
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

五

平
成
十
六
年
六
月
六
日
か
ら
同
月
十
二
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨
と
は
、

同
年
台
風
第
四
号
（
同
月
七
日
に
北
緯
十
六
度
十
八
分
東
経
百
十
八
度
三
十
分
に
お
い
て
台
風
と
な
っ
た
熱
帯
低

気
圧
で
、
同
月
十
一
日
に
北
緯
三
十
四
度
十
二
分
東
経
百
三
十
四
度
四
十
二
分
に
お
い
て
温
帯
低
気
圧
と
な
っ
た

も
の
を
い
う
。
）
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

六

平
成
十
六
年
十
月
七
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨
と
は
、
同

年
台
風
第
二
十
二
号
（
同
月
四
日
に
北
緯
十
六
度
三
十
六
分
東
経
百
三
十
四
度
二
十
四
分
に
お
い
て
台
風
と
な
っ

た
熱
帯
低
気
圧
で
、
同
月
十
日
に
北
緯
三
十
九
度
三
十
六
分
東
経
百
五
十
度
六
分
に
お
い
て
温
帯
低
気
圧
と
な
っ

た
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

七

平
成
十
六
年
六
月
十
九
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨
と

は
、
同
年
台
風
第
六
号
（
同
月
十
三
日
に
北
緯
九
度
十
八
分
東
経
百
三
十
六
度
二
十
四
分
に
お
い
て
台
風
と
な
っ

た
熱
帯
低
気
圧
で
、
同
月
二
十
二
日
に
北
緯
四
十
一
度
十
八
分
東
経
百
三
十
九
度
六
分
に
お
い
て
温
帯
低
気
圧
と

な
っ
た
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
る
も
の
を
い
う
。



八

平
成
十
六
年
八
月
十
六
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨
と

は
、
同
年
台
風
第
十
五
号
（
同
月
十
六
日
に
北
緯
十
八
度
四
十
八
分
東
経
百
三
十
度
四
十
八
分
に
お
い
て
台
風
と

な
っ
た
熱
帯
低
気
圧
で
、
同
月
二
十
日
に
北
緯
四
十
二
度
東
経
百
四
十
八
度
に
お
い
て
温
帯
低
気
圧
と
な
っ
た
も

の
を
い
う
。
）
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

（
都
道
府
県
に
係
る
特
例
）

第
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
さ
れ
る
災
害
は
、
都
道
府
県
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め

じ
ん

の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
）
第
一
条
第
一
項
及
び
第
四
十
三
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
並
び
に
都
道
府
県
の
負
担
額
の
算
定
に
つ
い
て
の
同
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
い
う
激
甚
災
害
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

平
成
十
六
年
に
発
生
し
た
豪
雨
、
暴
風
雨
、
地
滑
り
等
に
よ
る
災
害
で
特
定
地
域
に
係
る
も
の
を
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
す

る
と
と
も
に
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
と
し
て
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関
す
る
特
別
の
財
政
援

助
等
を
指
定
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



政
令
第

号

平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
東
京
都
三
宅
村
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚

災
害
の
指
定
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
二

じ
ん

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
東
京
都
三
宅
村
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

の
指
定
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
平
成
十
五
年
」
を
「
平
成
十
六
年
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
表
中
「
平
成
十
五
年
」
を
「
平
成
十
六
年
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
災
害
で
東
京
都
三
宅
村
の
区
域
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
災

害
の
期
間
を
、
平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
六
年
ま
で
の
間
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
東
京
都
三
宅
村
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
の
指
定
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す

べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
東
京
都
三
宅
村
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
の
指
定
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ

○

傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
十
一
号)

（

改

正

案

現

行

平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
六
年
ま
で
の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
東
京
都

平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
東
京
都

三
宅
村
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
の
指
定
及
び
こ
れ

三
宅
村
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
の
指
定
及
び
こ
れ

に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令

に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令

（
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

（
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
一
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特

第
一
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特

じ
ん

じ
ん

別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一

別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一

項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置

項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置

を
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。

を
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。

激

甚

災

害

適
用
す
べ
き
措
置

激

甚

災

害

適
用
す
べ
き
措
置

平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
六
年
ま
で

法
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第

平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で

法
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第

の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
災
害
で
、

二
十
四
条
に
規
定
す
る
措
置

の
間
の
火
山
現
象
に
よ
る
災
害
で
、

二
十
四
条
に
規
定
す
る
措
置

東
京
都
三
宅
村
の
区
域
に
係
る
も
の

東
京
都
三
宅
村
の
区
域
に
係
る
も
の


